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論 文 の 内 容 の 要 旨

白絹病は従来,わが国では主に7-8月に西日本の暖温帯地域に発生し,マメ科作物を

中心に被害を与えると■されてきた｡しかし,近年,北陸･東北･北関東の冷温帯地域にお

いても本痛が報告され,発生時期が春一初夏と早く,花井類を中心に被害を与えるなど,

従来とは異なる発生生態が認められる｡そこで,これらの発生生態の違いが本病の病原菌

であろ5de和好umro脆ガの地域による遺伝的変異に起因すると考えられたため,日本各

地から分離された白粥病菌株の遺伝的変異を形態学的および分子遺伝学的手法により調べ

た｡

本菌は無性生殖によって拡がるため,地域に固有の遺伝型が定着しやすいと考えられる｡

茨城県内の圃場調査では,ひとつの囲瘍を1-3つのMCG(rrwcehalcαn曲group,

体細胞的に和合性であり,遺伝的にも非常に近いと考えられる.グループ)が占め,また,

複数の圃場に同一MCGが分布していた｡同一MCGに屑する分離抹は,一例を除いて,

同じMDパターンを示レたことから,MCGは栄養繁殖によって拡がった単一の系統,
すなわちクローンとみなすことができた｡

日本各地から採集された67菌抹(63MCG)はリボソームRNA遣伝子のm領域の

PC良一RFIヱバターンによって5つのグループに分けられた｡西日本の菌抹はグループ1

あるいは2に属し,北陸･東北･北関東の菌株の多くはグループ4あるいは5に属した｡

石川県の1菌抹はグループ3であった｡グループ1･のRFIJパターンはアメリカ合衆国

南部および南アジア地域の5.√血ののレープⅡと同一であり,のレープ4のRロブバ

ターンは5.r蹴の近縁種で北米に分布するS二曲Weldlと同じであった｡グル

ープ3の肝lヱパターンはネパールのS･r戯のグループ瓦と同じであった｡グノレープ

2･および5は日本独自のものだったが,グループ2はのレープⅠと,また,グループ5ほ

グループ4とパターンが類似した｡
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各グループの形態および生育適温範囲を比較したところ,菌核の形態においては,グル

ープ1および2は小型,球形であり,外国のS.側での報告と⊥致した｡一一方,グル

ープ4および5の菌核は大型,不定形で,5.曲に近かった｡しかし,生育適温
範囲はグループ間で大差なく,また,グループ4は,生育温度30℃以上でのレープ1,

2に近い小型の菌核を形成した｡

グループ1の菌株からプロトプラスト分離あるいは単菌糸分離によって2つのホモカリ

オン菌株を得たところ,それぞれ,グループ5および3と同一の則托ガパターンを示し

た｡ホモカリオン菌株の■m領域の塩基配列は,それぞれ,グノレープ5および3の菌株

の配列ときわめて近く,相同性は99-100%であった｡一方,元株を同じくする2つのホ

モカリオン菌株同士の相同性は96.3%であった｡このことから,元株(グループ1)は

グループ3と5の間に生じたヘテロカリオン由来であると考えられた｡

菌糸融合反応では,m-RFlヱグループ間で,また,日本の菌株と外国のS.rdねガお

よび5.d曲の間で不完全融合か観察され,これらがすべて同じ菌糸融合群に含まれ

ることを示した｡

以上より,西日本の自損病菌,北陸･東北･北開東の自損病菌,外国の5.r血およ

び5.(ね脚は同じ生物学的種に属し,それぞれの地域によって性質の異なる変異型で

あると考えられる｡

審 査 結 果 の 要 旨

平成13年1月23日,岐阜大学において口頭による公開論文発表の後,本論文を

審査した｡

本論文は白禍病菌個体群の遺伝的構造を地域および全国規模で調査したものであ

る｡茨城県内の囲場調査では,少数のMCGが圃場に定草していることを明らかに
した｡また,MCGは遺伝的にほぼ均一の集団,すなわちクローンとみなすことが

できることをMD解析によって証明し,白絹病菌個体群内では無性生殖が中心で

あること,すなわち,遺伝的交流が少ないこと牢示した｡
全国から採集された菌株を用いてリボソームm遺伝子の汀S領域のPCR-

RFLP解析を行ったところ,西日本の暖地に分布する白絹病菌と北陸･東北･北開
束の冷温帯に分布する白絹病菌が遺伝的に異なり,冷温帯の白綿病菌はSd白ro亡山m

rd如よりも,5.rdねガの近縁種で同様の病垂を引き起こす5.deわム血ガに近いこ
とを明らかにした｡海外ではS.rdねガは熱帯,亜熱帯および暖温帯に分布し,5.

de止血玩蘭はより冷涼な地域に分布することが知られており,本論文の結果はこれ
らと一致する｡その一方で,日本の暖温帯と冷温帯の菌株においては外国のS.rdねガ`

とS.触血ガに見られるような形態的･生理的差異が顕著ではないことを示し,

日本の菌株がS.rdねガとS.deわム血∬の中間型であることも明らかにした｡

さらに,■西日本から分離された1菌株からホモカリオン菌株を分離し∴mS領域

の塩基配列を解析した結果,この西日本の菌株は異なる2種類の汀S領域を含むヘ

テロカリオンであることが示された｡ひとつの菌琴に異なるITS･領域が含まれるこ
とは,担子菌類では初めての報告である｡ホモカ･リオン菌株のひとつのm領域の

は冷温帯地域の白絹病菌のものときわめて似ており,西日本と北陸･東北･北開東

の菌株の間に遺伝的交流があったことを示している｡
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日本産と外国産の自損病菌を用･いて菌糸融合反応を調べたところ,日本の菌株の

すべてと外国の5.ro肋ガおよび5.deわム血ヱ‖ま相互に不完全融合したことから,こ

れらはいずれも同一のグループに含まれることを示した｡すなわち,これら'がすべ

て生物学的には同一種であることを示した｡

以上 本論文は白絹病の発生生態が西日本の暖温帯地域と北陸･束北･北関東の

冷温帯地域で異なる理由として,それぞれの地域に,遺伝的に異なる病原菌個体群

が存在するためである●ことを明らかにした｡白禍病は,他の多くの土壌伝染性植物

病害と同様,薬剤による防除が困難であり,耕種的防除法が広く行われているため,
病原菌の生態的特徴が地域によって異なることは,本病の防除法に影響を与えると

考えられる｡また,卒論文は冷温帯地域の白縞病菌が5.de動地通に遺伝的･形態
的性質が近いこと,他方,暖温帯地域の白絹病菌と冷温帯地域の白棉病菌の間でも

遺伝的交流が行われた可能性を示した｡このことは5.rd允ガおよびS.de止血正道を

含む白絹病菌全体の分類体系を再検討する必要性を示すものであ■り＼学術的にも意
義のある研究である｡

以上について,審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の学

位論文として十分価値あるものと認めた｡
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